
　

２
０
１
９
年
コ
ロ
ナ
渦
が

始
ま
っ
た
時
、
我
が
家
は
ベ

ル
ギ
ー
留
学
を
始
め
て
約
半

年
が
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
辛

く
厳
し
い
冬
を
過
ご
し
、
よ

う
や
く
気
候
が
良
く
な
っ
て

き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

以
来
、
ベ
ル
ギ
ー
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
が
苦
労
し
な
が

ら
、
社
会
制
限
や
ワ
ク
チ
ン

行
政
を
進
め
て
き
た
の
と
対

峙
し
、
今
に
至
る
ま
で
を
体

感
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
夏
３
年
間
の
留
学
を
終
え

帰
国
し
た
我
々
を
待
ち
受
け

て
い
た
の
は
、
激
変
し
た
社

会
と
過
去
最
高
の
感
染
者
を

記
録
し
た
第
７
波
で
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
舵
を
切
っ
て
弱

者
を
見
捨
て
て
い
る
、
彼
ら

は
マ
ス
ク
が
嫌
い
な
の
で
着

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
ど

様
々
な
風
説
を
他
人
事
と
思

え
ず
聞
い
て
き
ま
し
た
。
初

期
に
は
、
西
洋
人
は
靴
を
脱

が
な
い
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
な
ん
て

話
も
あ
り
ま
し
た
。
全
て
が

嘘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、

ど
う
考
え
て
も
お
か
し
い
事

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼

ら
欧
州
人
に
一
貫
し
て
感
じ

る
の
は
、
彼
ら
は
生
活
を
如

何
に
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
か

と
い
う
考
え
が
ベ
ー
ス
に
あ

り
、
そ
し
て
、
持
続
可
能
な

社
会
が
前
提
に
あ
り
ま
す
。

彼
ら
が
思
う
人
間
ら
し
い
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
社
会

的
折
衝
を
重
ね
、
現
在
の

形
、
つ
ま
り
元
の
生
活
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
社
会
に
落
ち

着
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

る
以
前
と
比
べ
て
、
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
幸
せ
な
生
き
方
で
す
か

？
と
、
僕
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人

に
問
い
た
い
で
す
。
海
外
に

出
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
日

本
の
社
会
は
現
在
の
日
本
人

が
好
む
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て

持
続
可
能
か
ど
う
か
は
二
の

次
と
い
う
事
で
す
。例
え
ば
、

病
院
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
で

即
日
、
専
門
家
に
ア
ク
セ
ス

出
来
る
、
そ
し
て
費
用
も
安

い
。
日
本
に
い
れ
ば
当
た
り

前
で
す
が
、
外
で
は
当
た
り

前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
医
療
従
事
者
の
自
己
犠
牲

と
財
政
負
担
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

持
続
可
能
で
し
ょ
う
か
。
今

後
の
日
本
は
ど
の
よ
う
に
自

分
達
が
望
む
社
会
を
作
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

（
内
科
学
（
消
化
器
）
教
室

�

　

森�

英
毅　

�

87
回
）
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三四会ホームページ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
初
め
て
の
海
外
派
遣

3
人
の
6
年
生
が
42
日
間
の
活
動
に
従
事

団
長　

松
原 

健
太
郎（
79
回
）

名
誉
教
授 

森
口
幸
雄
君（
27
回
）を

表
敬
訪
問

ブ
ラ
ジ
ル
Ｐ
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｓ

河か
わ

岡お
か 

義よ
し

裕ひ
ろ

博
士

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所

　

国
際
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究
セ
ン
タ
ー
長

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所　

特
任
教
授

　

慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ

ュ
ー
ト
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
の
海

外
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
、
安

井
正
人
所
長
（
薬
理
学
教

授
、
68
回
）
と
中
原
仁
副
所

長
（
内
科
学（
神
経
）教
授
、

82
回
）
が
、
２
０
２
２
年
８

月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
ブ
ラ

ジ
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。
従

前
よ
り
共
同
研
究
等
の
交
流

が
続
い
て
い
る
、Pontifical�

Catholic�University�of�Rio�
Grande�do�Sul

（PUCRS

）

の
視
察
が
主
た
る
目
的
で
あ

り
ま
し
た
が
、
同
名
誉
教
授

で
お
ら
れ
る
森
口
幸
雄
君

（
27
回
）
を
表
敬
訪
問
す
る

こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

森
口
幸
雄
君
は
戦
時
下
の

塾
に
学
び
、
１
９
４
８
年
に

医
学
部
を
卒
業
。
１
９
７
１

江
静
男
君（
８
回
）で
あ
り
、

29
歳
時
に
外
務
省
の
短
期
派

遣
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
ま
し

た
が
、
日
系
人
開
拓
地
の
貧

弱
な
医
療
体
制
を
見
る
や
、

そ
の
克
服
の
た
め
に
同
国
の

医
師
免
許
を
取
得
し
、
無
医

村
の
巡
回
診
療
を
始
め
、
病

院
建
設
に
注
力
す
る
な
ど
、

そ
の
生
涯
を
同
国
の
医
療
水

準
向
上
に
捧
げ
ま
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ

ー
と
呼
ば
れ
た
細
江
静
男
君

の
巡
回
診
療
は
、
後
に
森
口

幸
雄
君
に
引
き
継
が
れ
、
現

在
は
森
口
幸
雄
君
の
ご
子
息

第27回慶應医学賞受賞者決定第27回慶應医学賞受賞者決定
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
制
圧
に
も
尽
力
し
た
河
岡
博
士
と

Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法
を
開
発
し
た
ジ
ュ
ー
ン
博
士

　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
49
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。
第
27

回
を
迎
え
た
今
年
の
慶
應
医

学
賞
は
臨
床
分
野
を
対
象
と

し
、
受
賞
者
に
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所　

国
際
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
河
岡
義
裕
博

士
と
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
学
医
学
部
教
授
のCarl�

H.�June

博
士
の
両
名
が
決

定
、
慶
應
医
学
賞
審
査
委
員

会
は
下
記
の
と
お
り
授
賞
理

由
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

第
27
回
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員
【
塩
見
春
彦
（
委
員
長
・

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
分
子

生
物
学
教
授
）、
有
田
誠

（
同 

薬
学
部
代
謝
生
理
化
学

教
授
）、
天
谷
雅
行
（
同 

医

学
部
皮
膚
科
学
教
授
）、久
保

田
義
顕
（
同 

医
学
部
解
剖

学
教
授
）、
中
原
仁
（
同 

医

学
部
内
科
学（
神
経
）教
授
）、

本
田
賢
也
（
同 

医
学
部
微

生
物
学
・
免
疫
学
教
授
）、審

良
静
男
（
大
阪
大
学
Ｗ
Ｐ
Ｉ

免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー 

特
任
教
授
）、
清

水
孝
雄
（
公
益
財
団
法
人
微

生
物
化
学
研
究
会 

常
務
理

事
、
微
生
物
研
究
所 
所
長
、

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
）、高
橋
淑
子

（
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
生
物
科
学
専
攻
教
授
）、

田
中
啓
二
（
公
益
財
団
法
人

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
理

事
長
）、
永
井
良
三（
自
治
医

科
大
学
学
長
）、
野
田
哲
生

（
公
益
財
団
法
人
が
ん
研
究

会
代
表
理
事
・
常
務
理
事
が

ん
研
究
所
所
長
）、
柳
沢
正

史
（
筑
波
大
学
国
際
統
合
睡

眠
医
科
学
研
究
機
構
（WPI-

IIIS
）
機
構
長
・
教
授
）】

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
感
染
症
の
制
圧
を
目

指
し
た
ウ
イ
ル
ス
病
原
性
の

解
明
」

　

河
岡
義
裕
博
士
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
人
工

合
成
す
る
画
期
的
な
技
術

を
、
世
界
で
初
め
て
開
発
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

を
自
由
自
在
に
作
製
す
る
こ

応
）
を
誘
導
す
る
こ
と
で
宿

主
を
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と

を
示
し
、「
ウ
イ
ル
ス
感
染
と

サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
」

を
は
っ
き
り
関
連
づ
け
ま
し

た
。そ
し
て
、ウ
イ
ル
ス
の
人

工
合
成
と
そ
の
弱
毒
化
に
よ

っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
も
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（SARS-

CoV2

）
に
対
し
て
も
、
同

様
の
実
験
手
法
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
リ
ア
ン
ト
（
変
種
）
の
病

原
性
と
薬
剤
へ
の
反
応
性
の

評
価
、
感
染
モ
デ
ル
動
物
の

開
発
な
ど
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

制
圧
に
向
け
て
幅
広
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

授
賞
研
究
テ
ー
マ
　
「
新
し

い
免
疫
治
療
戦
略
と
し
て
の

Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法
の
開

発
」

ん
、
感
染
症
な
ど
に
対
す
る

新
し
い
免
疫
療
法
の
領
域
を

開
拓
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐

Ｔ
細
胞
療
法
は
、
キ
メ
ラ
抗

原
受
容
体
（chim

eric�
antigen�receptor:�

Ｃ
Ａ

Ｒ
）
を
産
生
す
る
よ
う
に
遺

伝
子
操
作
さ
れ
た
Ｔ
細
胞
を

用
い
た
治
療
法
で
す
。

　

ジ
ュ
ー
ン
博
士
は
、
Ｔ
細

胞
増
殖
に
お
け
る
共
刺
激
分

子
Ｃ
Ｄ
28
の
役
割
を
解
明

し
、
キ
メ
ラ
抗
原
受
容
体
に

共
刺
激
分
子
を
組
み
合
わ
せ

て
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法

を
抗
原
特
異
的
に
強
力
な
細

胞
傷
害
活
性
を
発
揮
す
る
実

用
レ
ベ
ル
の
治
療
法
に
進
化

さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｃ

Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法
は
、
従

前
の
治
療
に
反
応
し
な
い
難

治
性
急
性
白
血
病
に
対
し
て

画
期
的
な
治
療
効
果
を
示

し
、
世
界
の
多
く
の
国
で
承

認
を
受
け
、
実
臨
床
の
中
で

定
着
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細

胞
療
法
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

子
を
標
的
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
種
々
の
病
型
の
悪
性
リ

ン
パ
腫
、
固
形
癌
、
さ
ら
に

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
感
染
症
に
対

す
る
治
療
法
と
し
て
進
化
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法
の

臨
床
開
発
を
通
し
て
、
今
後

さ
ら
に
発
展
す
る
新
し
い
治

療
戦
略
の
基
盤
を
構
築
し
た

Carl�June

博
士
の
功
績
は
、

慶
應
医
学
賞
に
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞

者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ

び
賞
金
１
０
０
０
万
円
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
11
月
28
日
（
月
）

に
北
里
記
念
医
学
図
書
館
2

階
北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
を
開

催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時

配
信
を
行
う
予
定
で
す
。
詳

細
は
、
決
定
次
第
「
慶
應
医

学
賞
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順

次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

URL

：�https://www.ms-
fund.keio.ac.jp/prize/

C
カ ー ル

arl H. J
ジューン

une, M
博 士

.D.
米国ペンシルバニア大学
医学部 教授 　　　　　

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
感
染
、

増
殖
、
高
病
原
性
獲
得
機

構
、
更
に
は
薬
剤
耐
性
獲
得

機
構
に
つ
い
て
分
子
細
胞
レ

ベ
ル
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
成
功
。
特
に
、
同
ウ
イ
ル

ス
の
ゲ
ノ
ム
変
異
が
も
た
ら

す
宿
主
受
容
体
と
の
親
和
性

変
化
が
、
ヒ
ト
へ
の
感
染
性

や
高
病
原
性
を
高
め
る
こ
と

を
実
験
的
に
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を

起
こ
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
、
サ
イ
ト
カ
イ

ン
ス
ト
ー
ム
（
炎
症
物
質
の

暴
走
に
よ
る
過
剰
な
炎
症
反

　

カ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ン
博
士

は
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
‐
Ｔ
細
胞
療
法

の
臨
床
応
用
を
実
現
し
、
が

年
に
Ｐ
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
教
授
と
な

り
、
１
９
７
３
年
に
は
同
大

学
に
お
い
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
初
と
な
る
老
年
医
学
研
究

所
を
設
立
し
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
主
任
研
究

者
な
ど
を
務
め
、
89
歳
（
２

０
１
５
年
）
ま
で
Ｐ
Ｕ
Ｃ
Ｒ

Ｓ
教
授
と
し
て
世
界
の
老
年

医
学
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

森
口
幸
雄
君
の
義
父
は
細

森
口
幸
雄
君
ご
自
宅
に
て

森
口
幸
雄
君
ご
夫
婦
（
前
列
）、
安
井
正
人
君
（
後
列
左
）、

森
口
秀
幸
君
（
後
列
中
央
）、
中
原
仁
君
（
後
列
右
）

自
宅
に
飾
ら
れ
た
勲
記

森
口
幸
雄
君
（
左
）、
安
井
正
人
君
（
右
）

慶
應
義
塾
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ネ
ク
タ
イ
を
贈
呈

森
口
幸
雄
君
（
左
）、
森
口
秀
幸
君
（
右
）

で
あ
る
、
森
口
秀

幸
君
（Federal�

University�of�
Rio�Grande�do�
Sul

医
学
部
内
科

学
教
授
、
元
Ｋ
Ｇ

Ｒ
Ｉ
客
員
上
席
所

員
）
が
そ
の
任
を

担
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
三
代
に

渡
る
功
績
を
讃

え
、
森
口
秀
幸
君

は
２
０
１
８
年
に

帝
国
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
式
典
に
お
い

て
、
第
51
回
社
会
貢
献
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

塾
医
学
部
に
お
い
て
は
、

本
年
で
創
立
45
年
を
迎
え
る

国
際
医
学
研
究
会
（
Ｉ
Ｍ

Ａ
）
が
医
学
生
を
毎
年
ブ
ラ

ジ
ル
へ
派
遣
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
地
球
の
裏
側
で

活
躍
す
る
偉
大
な
る
先
輩
、

森
口
幸
雄
君
を
訪
問
し
、
そ

の
薫
陶
を
得
る
こ
と
が
長
年

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し

た
。
有
難
い
こ
と
に
、
昨
今

の
Ｉ
Ｍ
Ａ
活
動
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
森
口
秀
幸
君

の
お
導
き
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
出
張
に
際
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
躊

躇
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

厚
意
に
甘
え
て
２
０
２
２
年

８
月
５
日
に
森
口
幸
雄
君
の

ご
自
宅
を
訪
問
し
、
拝
顔
す

る
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
ポ
ル

ト
ア
レ
グ
レ
市
の
夜
景
が
一

望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
ご
自

宅
に
お
い
て
、
ご
夫
婦
と
お

会
い
し
ま
し
た
が
、
お
二
人

と
も
矍
鑠
と
し
て
お
ら
れ
、

僭
越
な
が
ら
も
健
康
長
寿
の

鑑
と
存
じ
ま
し
た
。
間
も
無

く
97
歳
に
な
る
と
は
信
じ
難

い
健
脚
の
秘
訣
を
お
伺
い
し

た
と
こ
ろ
、
毎
日
欠
か
さ
ず

20
分
近
く
歩
か
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
自
宅
内
で
運
動
を
欠

か
さ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　

森
口
幸
雄
君
か
ら
は
、
在

学
中
の
塾
長
で
あ
っ
た
小
泉

信
三
君
が
、
敗
戦
に
意
気
消

沈
し
復
学
し
た
学
生
に
対

し
、
祖
国
に
尽
く
し
た
こ
と

を
誇
り
に
思
う
と
激
励
し
鼓

舞
し
た
こ
と
な
ど
の
逸
話
を

拝
聴
し
ま
し
た
。
い
わ
く

「
小
泉
信
三
先
生
の
よ
う
な

お
方
が
お
ら
れ
る
の
で
、
慶

應
義
塾
は
素
晴
ら
し
い
の
で

す
」と
。
あ
る
い
は
ま
た
、籠

球
部
員
と
し
て
千
葉
医
専
へ

遠
征
し
た
時
の
思
い
出
や
、

戦
時
下
に
出
征
し
帰
ら
な
か

っ
た
籠
球
部
先
輩
の
お
話
な

ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
地
球
の
裏
側
で
活

躍
す
る
森
口
幸
雄
先
輩
と
、

そ
の
志
を
引
き
継
ぐ
森
口
秀

幸
君
を
表
敬
訪
問
で
き
た
こ

と
は
光
栄
の
至
り
で
あ
り
ま

し
た
。
益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

（
内
科
学
（
神
経
）
教
授

�

中
原
仁　

82
回
）

　

国
際
医
学
研
究
会

（International�Medical�
Association

：
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
通

称
ア
イ
マ
））
は
、
１
９
７

８
年
、
当
時
の
医
学
部
６
年

生
３
人
が
、
医
師
に
な
る
前

に
〝
医
の
原
点
〟
を
実
体
験

し
見
聞
を
広
げ
た
い
、
と
南

米
に
渡
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
創
設
さ
れ
た
学
生
団
体

で
す
。
以
来
４
０
年
以
上
に

渡
っ
て
、
毎
年
夏
に
３
―
４

人
の
６
年
生
が
派
遣
団
を
結

成
し
、
南
米
を
中
心
と
し
た

異
国
の
地
に
お
け
る
医
学
・

医
療
を
通
じ
た
国
際
交
流
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、事
前
の
計
画
立
案
、

準
備
、資
金
調
達
に
始
ま
り
、

海
外
で
歴
史
、文
化
、医
療
を

直
に
体
感
し
見
聞
を
深
め
る

と
い
う
一
連
の
経
験
を
通
じ

て
、
若
い
医
学
生
を
大
い
に

刺
激
し
、
彼
ら
の
自
己
成
長

を
促
す
最
良
の
学
び
の
場
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
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の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、

Ｉ
Ｍ
Ａ
は
２
年
連
続
し
て
海

外
渡
航
が
叶
わ
な
い
と
い
う

未
曾
有
の
事
態
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
第
45
次
派
遣
団
の

橋
本
、中
村
、渡
邉
の
３
人
の

活
動
は
、
あ
れ
ほ
ど
容
易
だ

っ
た
海
外
渡
航
が
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
困
難
な
時
代
に
な

っ
た
か
と
痛
感
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
し

か
し
彼
ら
は
、
苦
境
に
屈
す

る
こ
と
な
く
揺
る
ぎ
な
い
熱

意
を
持
っ
て
準
備
を
進
め
、

つ
い
に
、
４
０
０
を
超
え
る

慶
應
義
塾
大
学
の
公
認
学
生

団
体
の
中
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
に
初
め
て
と
な
る
海
外

渡
航
の
許
可
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
夏
イ
ギ
リ

ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
お
け
る
42
日
間
の
活
動

を
終
え
た
彼
ら
は
、
ま
さ
に

コ
ロ
ナ
で
閉
ざ
さ
れ
た
学
生

団
体
の
海
外
渡
航
の
扉
を
開

け
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
団
長
を
拝
命
し

た
私
に
と
っ
て
は
、
第
22
次

派
遣
団
員
と
し
て
訪
れ
て
以

来
、
23
年
ぶ
り
の
渡
伯
と
な

り
ま
し
た
。
彼
ら
を
応
援
す

る
一
人
と
し
て
同
行
し
、
目

を
輝
か
せ
て
活
動
す
る
３
人

の
姿
を
み
た
と
き
、
現
地
で

体
感
し
交
流
す
る
と
い
う
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
失
わ
れ
て

い
た
大
切
な
も
の
を
よ
う
や

く
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た

気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

〝
未
知
〟
を
求
め
て
世
界
に

飛
び
出
し
、
異
文
化
に
触
れ

て
新
し
い
価
値
観
を
得
る
、

と
い
う
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
尊

さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
あ
る
学
生
に
、
ま
た

と
な
い
学
び
の
場
を
与
え
る

べ
く
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
団
員
一
同
の
さ

ら
な
る
成
長
の
た
め
に
、
今

後
と
も
温
か
い
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

橋
本 

峻（
6
年
）

【
学
生
責
任
者
】

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
先

行
き
が
不
透
明
な
中
、
私
た

ち
は
今
夏
の
海
外
活
動
の
実

現
を
目
指
し
、
計
画
を
立
て

て
参
り
ま
し
た
。
団
員
の
健

康
と
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
活
動
国
と
活
動
内
容
に

つ
い
て
頻
繁
に
話
し
合
い
を

重
ね
た
結
果
、「
予
防
医

療
」
の
考
察
を
テ
ー
マ
に
イ

ギ
リ
ス
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
３
カ
国
を
訪
問
す

る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　

感
染
状
況
が
改
善
し
な
い

中
、
大
学
か
ら
海
外
活
動
を

認
め
て
い
た
だ
く
に
は
幾
つ

も
の
壁
が
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
支
援
の
お
陰
で
、
６
月
下

旬
、
遂
に
渡
航
の
許
可
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
活
動
地
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ

ス（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）に
よ
り
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
が
充
実
し
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
の
診
療
体
系
を
考

察
す
る
た
め
、
現
地
の
専
門

病
院
や
、King's�College�

London

な
ど
大
学
病
院
に

て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

現
地
公
立
・
私
立
病
院
や
大

学
病
院
を
訪
問
し
、
実
習
を

通
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
医
療
格

差
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
の
医
学
生
と
日
伯
医
学
生

会
議
を
開
催
し
、
団
員
そ
れ

ぞ
れ
が
医
療
テ
ー
マ
に
基
づ

い
て
発
表
。
松
原
団
長
に
よ

る
日
本
の
血
管
外
科
の
最
新

知
見
に
つ
い
て
の
講
演
も
、

　

同
じ
く
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

病
院
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
カ
国
目
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
首
都
・
マ
ニ
ラ
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局

（
Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
に
て
研
修
を

実
施
。
Ｗ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
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や
生
活
習
慣

病
な
ど
あ
ら
ゆ
る
健
康
課
題

に
対
し
て
、
国
を
超
え
た
枠

組
み
で
政
策
形
成
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

西
太
平
洋
地
域
を
取
り
巻
く

健
康
課
題
の
現
状
を
知
り
、

公
衆
衛
生
学
的
視
点
か
ら
予

防
医
療
の
考
え
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

渡
航
し
て
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
医
療
や
文
化
、

価
値
観
に
触
れ
、
毎
日
が
驚

き
の
連
続
で
し
た
。
実
際
に

訪
問
す
る
ま
で
は
見
え
て
こ

な
か
っ
た
、
各
国
の
医
療
や

シ
ス
テ
ム
の
良
し
悪
し
に
触

れ
、
日
本
の
医
療
を
客
観
的

に
捉
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
、
現
地
で
出
会
っ

た
医
学
生
の
志
の
高
さ
に
刺

激
を
受
け
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
、
ス
ラ
ム
街
の
そ
ば

に
富
裕
層
が
暮
ら
す
超
高
層

ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
圧
倒
的

な
格
差
社
会
を
前
に
自
分
が

こ
れ
か
ら
医
療
人
と
し
て
生

き
て
い
く
上
で
何
を
目
指
す

べ
き
か
、
自
問
自
答
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
一
ヶ
月
半
に
わ
た

る
活
動
を
通
じ
、
各
地
で
人

々
の
心
の
温
か
さ
に
触
れ
、

素
晴
ら
し
い
知
見
に
接
し
、

世
界
の
広
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
今
夏
の
海
外
活
動
、
そ

し
て
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
入
団
し
て
か

ら
の
2
年
間
で
得
ら
れ
た
貴

重
な
経
験
を
糧
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
参

り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
の
中
で
も
現
地
で
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
阿
比
野
宏
先
生
（
67
回
）、

葛
西
健
先
生
（
69
回
）、
水

野
裕
也
先
生
（
86
回
）、
阿

部
雄
志
先
生
（
98
回
）
を
は

じ
め
、
私
た
ち
の
海
外
活
動

を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

渡
邉
夏
実（
6
年
）

【
会
計
】

　

こ
の
度
国
際
医
学
研
究
会

第
45
次
派
遣
団
は
無
事
に
海

外
活
動
を
終
え
帰
国
い
た
し

ま
し
た
。

　

日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
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感
染
者
数
が
世
界
一
位
と
報

道
さ
れ
る
状
況
下
で
あ
り
な

が
ら
海
外
活
動
を
完
遂
で
き

た
今
、
本
研
究
会
を
ご
支
援

頂
い
た
全
て
の
皆
様
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

ま
し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
共
は
二
年
に
渡
り
渡
航

の
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

一
か
ら
活
動
を
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
に
加
え
、
世
界
情

勢
の
悪
化
に
よ
る
原
油
の
高

騰
や
加
速
す
る
円
安
と
い
う

金
銭
的
な
問
題
に
も
頭
を
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
も
、
如
何
に
費
用
を
抑

え
て
予
算
の
範
囲
内
で
充
実

し
た
活
動
を
可
能
と
す
る
の

か
が
会
計
と
し
て
の
責
務
で

あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

日
々
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
し
て
全
て
の
活
動
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
安

堵
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
世
界
最
高

峰
を
誇
る
大
学
病
院
の
医
療

に
触
れ
、
そ
の
舞
台
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
偉
大
な
先
輩
方

の
姿
を
拝
見
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
医
師
と
し
て
の
将
来
に
輝

か
し
い
幾
つ
も
の
夢
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
で
ブ
ラ
ジ
ル

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
日
本

と
は
比
べ
ら
れ
な
い
程
の
格

差
を
目
の
当
た
り
に
し
、
人

の
尊
厳
に
つ
い
て
考
え
、
様

々
な
葛
藤
を
胸
に
抱
え
な
が

ら
過
ご
す
毎
日
を
送
り
ま
し

た
。
同
時
に
社
会
や
世
界
の

た
め
に
自
身
が
で
き
る
こ
と

は
何
な
の
か
、
真
摯
に
向
き

合
い
続
け
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
各
国
の
温
か
く
そ
し
て

大
切
な
方
々
と
の
ご
縁
や
素

晴
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て

得
る
こ
と
の
で
き
た
多
く
の

経
験
を
精
一
杯
活
か
し
、
人

を
想
い
寄
り
添
う
こ
と
の
で

き
る
医
師
に
な
れ
ま
す
よ

う
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
参

り
た
く
存
じ
ま
す
。

中
村
凌
輔（
6
年
）

【
渉
外
】

　

渉
外
の
主
な
仕
事
は
、
個

人
様
や
企
業
様
か
ら
寄
付
金

を
集
め
る
こ
と
で
す
。
本
研

究
会
で
は
、
活
動
に
必
要
な

資
金
の
全
て
を
、
寄
付
金
で

賄
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の

立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
企
業

の
方
々
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

ら
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
貴

重
な
経
験
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
応

援
、
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
援

助
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
こ

の
上
な
く
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
、
並
び

に
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
様
や
企
業
様
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
本
研

究
会
で
の
２
年
間
の
活
動
を

通
じ
て
、「
繋
が
り
」
の
重

要
性
を
強
く
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
突
如

と
し
て
人
と
人
と
の
「
繋
が

り
」
が
奪
わ
れ
た
中
、
本
研

究
会
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
、
慶
應

義
塾
の
先
生
方
、
現
地
世
話

人
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
方

々
と
の
「
繋
が
り
」
が
な
け

れ
ば
、
活
動
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
多
く
の
「
繋

が
り
」
が
、
現
地
で
新
た
な

「
繋
が
り
」
を
紡
ぎ
出
し
、

私
達
は
画
面
を
通
じ
て
の
み

で
は
知
る
こ
と
の
出
来
な
か

っ
た
世
界
を
、
目
で
、
耳

で
、
肌
で
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

例
年
と
は
異
な
る
形
で
は

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
伝
統
あ

る
国
際
医
学
研
究
会
の
歴
史

に
、
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻

む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
非

常
に
喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
今
回
新
た
に
刻
ん
だ

そ
の
１
ペ
ー
ジ
は
、
き
っ
と

今
後
の
私
の
人
生
に
お
い
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
達
第

45
次
派
遣
団
の
活
動
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
今
回
得

た
財
産
を
原
動
力
に
変
え
て

精
一
杯
精
進
し
て
参
り
ま

す
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
第
45
次
派
遣
団
活
動
報
告

第45次派遣団出発式

WHOでの発表風景

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
病
院
で
の
実
習

第45次派遣団
（左から、渡邉、松原先生、橋本、中村）


